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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 レーザダイレス引抜きで創製した Mg 合金細管をチェコ工科大学に提供し、上述した微視的な

評価を行ってもらう。また AGH 科学技術大学が開発するマイクロ・メゾ FEM 解析モデルの妥当

性を検証するための加工条件面での擦り合わせを図る。具体的な評価項目として、レーザダイレ

ス引抜きにおける加熱温度 250～450℃、引抜き速度 0.01～10mm/min、断面減少率 5～80％

と条件を振ることで、それらが内部組織や表面粗さに、マイクロクラックの進展にどのような影

響を及ぼしているかを明らかにする。また合わせて引抜き限界を評価することで、レーザダイレ

ス引抜きにおけるプロセスウィンドウ（各種加工因子の変化に伴う引抜き限界を図示したもの）

を作成するための指標とする。 
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3. 日本側研究チームの実施概要 

レーザダイレス引抜きで創製した Mg 合金細管をチェコ工科大学に提供し、ナノインデンテーシ

ョンによる微視的機械的性質の評価を行った。また AGH 科学技術大学が開発するマイクロ・メ

ゾ FEM 解析モデルの妥当性を検証するためダイレス引抜きにおける加熱温度 250～450℃、引

抜き速度 0.5～10mm/min、断面減少率 15～50％と条件を振ることで、それらが内部組織や表

面粗さに、マイクロクラックの進展に及ぼす影響について調査した。また合わせて引抜き限界を

評価することで、レーザダイレス引抜きにおけるプロセスウィンドウ（各種加工因子の変化に伴

う引抜き限界を図示したもの）を作成した。 

 

 


